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活力ある沼田の未来のために

大型事業と今後の財政推計
　浄水場改築更新事業など大型事業の実施が予定されています。いずれも、次世代につながる重要
な事業です。しかしながら、対象事業の総額は、市の年間予算額に匹敵する規模になります。

浄水場改築更新工事

国・県補助金 / 地方債

大型事業を行うために必要な一般財源

令和 31 年度から 3億円を下回る

R15 から上昇し、R21 から R30 まで、毎年 5億円以上が必要

R13 には 4億 6千万円に

一般廃棄物処理施設の
新設

一般財源
市の収入のうち、
市が自由に使える
財源。主に、市税、
地方交付税など。

用語解説

約 130 億円
一 般 財 源
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約 231 億円
総事業費

( 千円 )

( 年度 )

沼田横塚産業団地への
企業誘致推進

市の年間予算額
に匹敵

老朽化した浄水場の大規模
な改築・更新により、将来
にわたり安心・安全な水の
供給を維持します。

本市を含む利根沼田 5市町
村が共同でごみ処理広域化を
推進し、老朽化したごみ処理
施設の建て替えを行います。

群馬県企業局による団地整
備と並行して、水道管の布
設や、助成金を活用した企
業誘致活動を進めます。

※写真は、現在の施設・対象地のものです
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　重要な増収要素である企業誘致による収入が見込めるのは約 10 年先です。
　全国的な課題である少子高齢化や人口減少の影響もあり、このままでは
市が自由に使うことのできる資金は、年々少なくなっていくことが予想さ
れます。予定している大型事業に対し、市の収入は十分ではありません。
不足する資金は、財政調整基金を取り崩して賄うことになります。

このままだと…

一般財源を毎年 5億円削減した場合

未来への投資に
必要な財源確保
のために…

活力ある沼田の未来のために、財政の現状について市民の皆さまのご理解をお願いします。
 問合せ  財政課財政係☎内線 4041

増収の見込みは
約 10年先
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※財政調整基金の令和 6 年度末残高は、30 億円を想定。毎年度の基金積立・取　　
　崩は考慮していません

　現在の予算に、大型事
業に必要となる分の一般
財源を加えた場合のグラ
フです。
　令和 18 年度にはマイナ
スとなります。

　毎年 5 億円削減した場
合のグラフです。
　 大 型 事 業 だ け で な く、
老朽化したインフラ資産
の整備などその他の大型
支出に備え、安定した財
政 運 営 を 行 う た め に は、
毎年 5 億円の一般財源を
削減する必要があります。

財政調整基金
もしものときのために、
市が備えている貯金。

用語解説

　市は、今まで以上に事業の見直しに取り組みます。
　そこには、既存の事業や施設の縮小または廃止、現在改定を検討し
ている水道料金のように、市民の皆さまに負担いただく使用料などの
見直しも含まれる可能性があります。
　新しい財源の確保や創意工夫により、行政サービスへの影響を最小
限とするよう、誠心誠意努めてまいります。


